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○市民が居住地を選択できるようにしながら緩やかに集束を図ります。 

 ・各地域の中心部などに住みたいと思える市民を増やして住替えを促進します。 

○人口減少・高齢化により都市の規模が現実的に小さくなることから、緩やかに集束し、一定の

居住性が見られる地域を中心的エリアとして位置づけます。 

 長期的視点に立った拠点への人口集束のイメージ  コラム 

２ 
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線 人や物の移動を支える交通ネットワークの構築 

1） 基本的な考え方 

○市内外の人や物の移動を支える総合的な交通ネットワークを確保・形成し、生活利

便性の向上と地域産業の活性化を目指します。 

○地域の実情に即し、効率的で利便性が高く、環境負荷*の低い公共交通体系の構

築を目指します。 

○降雪期にも安全な移動を確保できる交通環境の形成を目指します。 

○拠点と市外、拠点と拠点、拠点と地区内の集落などのそれぞれの間の移動が便利

で安全にできるよう、交通ネットワークを「広域ネットワーク」「拠点間ネットワーク」「地

区内ネットワーク」に分け、「人や物の移動を支える交通ネットワーク」の構築を目指し

ます。 

 

①広域ネットワーク 
・ 広域ネットワークは市外や県外との広域的な移動と交流・連携を支える役割を担いま

す。 

・ 高速道路、地域高規格道路、国道などの整備促進と、航路、鉄道、高速バスなどの公

共交通の安定的な運行の確保や利便性の向上を図ります。 

 

②拠点間ネットワーク 
・ 拠点間ネットワークは各拠点間の移動と交流・連携を支える役割を担います。 

・ 拠点間を円滑に移動できる国道、県道などの確保を促進します。 

・ 拠点間を移動する鉄道、バスなどの公共交通の安定的な運行の確保と利便性の向上を

図ります。 

 

③地区内ネットワーク 
・ 地区内ネットワークは拠点と地区内の集落の間の移動と交流・連携を支える役割を担

います。 

・ 身近な生活道路*とバスなどの公共交通の確保を図ります。 
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2） 交通ネットワークの位置づけ 

人や物の移動を支える機能を踏まえ、以下の 3つの交通ネットワークを設定します。 

 

表 交通ネットワークの位置づけ 

都市構造 

の名称 
機能 

交通ネットワークを担う道路・公共交通  

道路  公共交通  

広域 

ネット 

ワーク 

広域的な交流・連携

を支える  

広域的な交流を支え

る主要国道、高速道

路など 

国内外の広域的な交

流を支える鉄道、航

路などの公共交通 

例：北陸新幹線、信越本線、

えちごトキめき鉄道、

フェリー航路、高速バ

スなど 

拠点間 

ネット 

ワーク 

各拠点間の交流・連

携を支える  

各拠点間を結ぶ幹線

道路 

拠点間を結ぶ鉄道、

バスなど 

例：信越本線、妙高はねう

まライン、日本海ひす

いライン、ほくほく線、

幹線バスなど 

地区内 

ネット 

ワーク 

拠点と周辺集落の

移動を支える  

日常生活を支える生

活道路 

拠点と周辺集落を結

ぶバスなど 

例：デマンドバス、乗合タ

クシーなど 
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将来都市構造図（交通ネットワーク） 

※道路：実線は現状 

点線は計画・構想 

 
 

 

３ 将来人口・産業の見通し 

（1） 将来人口 

 
 
 

 

 

今後、少子化・高齢化がさらに進み、平成47年の人口は約16万人（平成22年人口の約20％減）、

そのうち65歳以上の高齢者の割合は3人に1人（全人口の約36％が高齢者）となることが予想

されています。 

このことから、人口減少・高齢化の傾向は避けられないということを前提としつつ、人口減

少の影響を少しでも緩和することを目指したまちづくりに取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来目標人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来人口の見通し 

参考：国立社会保障・人口問題研究所による上越市の将来推計人口 

48 45 40 35 32 30 28 25 23 20 19 17 16

143 142 138 136 133 126 121 113 105 100 94 88 81

25 29 34 41 46 50 54
59

62 62 60
59 59

216 216 212 212 212 208 204 197 190 182
174

165 156

0

50

100

150

200

250

S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52

65歳以上

15～64歳

15歳未満

※太字は

※総人口

（千人）

実績値 推計値

人口減少・高齢化の傾向は避けられないということを前提としつ

つ、人口減少の影響を少しでも緩和することを目指したまちづくり

に取り組みます。 

出典：実績値―国勢調査
推計値―国立社会保障・人口問題研究所 
「日本の地域別将来推計人口（平成 25 年 3 月推計）」 

目標年次

の翌年 

 
国立社会保障

人口問題研究

所による上越
市の推計人口 

 

H47 年 

将来目標人口 
H22 年 

基準年 

 
 

 

 

 

 

 

H22 年 

上越市の人口 

203,899 人 164,892 人

人口減少の緩和に向
けて、様々な取組を
進めます。 人口減少の緩和

による定着人口 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来都市構造図（交通ネットワーク） 

※道路：実線は現状 

点線は計画・構想 
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そのうち65歳以上の高齢者の割合は3人に1人（全人口の約36％が高齢者）となることが予想

されています。 

このことから、人口減少・高齢化の傾向は避けられないということを前提としつつ、人口減

少の影響を少しでも緩和することを目指したまちづくりに取り組みます。 
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つ、人口減少の影響を少しでも緩和することを目指したまちづくり

に取り組みます。 

出典：実績値―国勢調査
推計値―国立社会保障・人口問題研究所 
「日本の地域別将来推計人口（平成 25 年 3 月推計）」 
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H22 年 

上越市の人口 

203,899 人 164,892 人

人口減少の緩和に向
けて、様々な取組を
進めます。 人口減少の緩和

による定着人口 
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（2） 産業 

 
 
 
 
 

北陸新幹線の長野～金沢間の開業や上信越自動車道 4 車線化などに伴い広域交通体系が充

実することから、産業の立地誘導に取り組み、産業集積を高めることが大切です。 

さらに、直江津港周辺の LNG*火力発電所や LNG*基地の稼働、上越沖メタンハイドレート*

の開発などによるエネルギー港湾*としての重要性の高まりが期待されています。 

このようなことから、既存の地域産業の活力の維持や新たな産業の創出などにより、現在

の産業規模を維持・促進していくことを目指してまちづくりに取り組みます。 

広域交通の要衝としての交通機能の充実を活かして、企業誘致や

既存の地域産業の活性化に取り組み、地域の雇用や産業規模の維

持・促進を目指したまちづくりに取り組みます。 

 

 

 

 

 

ここでは、上越市が目指す将来都市像によってどのような市民生活の実現を目指している

のか、上越市で暮らす人々やこれから移住を考えている人々の様々な生活のワンシーンを想

定し、その一部を例として将来のイメージを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登場人物 

子子育育ててをを終終ええたた
老老夫夫婦婦  

○上越市に住んで30年。
○子育てを終えて仕事も

リタイアを迎えた。 
○２人で活発に第 2 の人

生を送っている。 

市市内内へへのの居居住住をを
考考ええるる若若いい夫夫婦婦  

○隣接市で暮らしている
が、上越市内への居住
を検討している。 

○結婚２年目を迎え、今
後の子育て生活が一番
の関心事。 

娘娘夫夫婦婦とと同同居居
すするる高高齢齢者者  

○リタイアして 10 年近
くたち、運転には不安
がある。 

○健康づくりや趣味の囲
碁などを楽しみ、充実
した生活を送る。 

受受験験生生のの子子をを持持つつ
家家庭庭のの父父親親  

○高校受験を控えた息子
を持ち、家庭を大切に
している父親。 

○元々運動が大好きだ
が、近頃は少しメタボ
気味。 

一一人人暮暮ららししのの
おおばばああちちゃゃんん  

○豊かな自然が身近にあ
るのんびりとした暮ら
しが好き。 

○まちなかには息子家族
が暮らし、たまに孫と
会うのが生きがい。

AA

BB 

DD

ＣＣ

FF 

上越市が目指す将来の暮らしの姿のイメージ  コラム 

３ 

○農業を家業として中山
間地域で暮らしてい
る。 

○最近は足腰が弱ってき
て山での暮らしに不安
を感じている。 

ＥＥ

一一人人暮暮ららししのの
おおじじいいちちゃゃんん  




